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第３章 歴史的風致維持向上に関する方針 

 

１．歴史的風致の維持向上に関する課題 

（１）大館城跡と周辺の町なみの景観保全・形成に関する課題 

大館城の本丸跡には、堀や土塁の一部が残り、今は大館城の面影が残る公園として市民の憩

いの場となっている。二ノ丸や三ノ丸を含んだ城跡周辺には、城下町特有の鉤型
かぎがた

の道路や、城

跡の高台と下町を南北に結ぶ細い坂道が当時のまま残り、現在も生活道路として使われている。

大館佐竹氏が配置した神社や寺院も当時の位置に残り、現在の町なみは城下町の骨格を残した

まま形成されてきた。 

また城下町を通る羽州
うしゅう

街道沿いや北側を流れる長木川北部にも、明治以降に木材や鉱山など

で栄えた産業や経済の発展の歴史とともに町なみが形成されてきた。 

しかし、時代とともに近代的な住宅や店舗が立ち並ぶようになり、歴史的なたたずまいが残

る寺社や料亭街などの周辺では、その趣が失われつつある。本丸跡の公園では、土居の保全や

修景整備に取り組んでいるが、未だ良好な景観の形成には至っていない。 

大館神明社の例祭は、城下町を舞台に御神輿や曳き山車
や ま

が勇壮に練り歩く秋祭りとして、長

い間市民に引き継がれてきたが、現在の道路環境は、電柱や電線類、屋外広告物などにより、

歴史的な景観を阻害するものも多いため、これらを改善することが課題となっている。 

 

  

 

江戸時代の町割りが残る寺町周辺 大館城本丸跡の桂城公園とその北側の町なみ 
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市内の集落にある歴史的建造物 

（２）歴史的建造物の保存に関する課題  

本市の維持向上すべき歴史的風致を構成する建造物は、大館城下や扇田
おうぎた

地区に残る大館佐竹

氏ゆかりの寺社、独鈷
とっこ

地区に残る浅利
あさり

氏ゆかりの寺社をはじめ、市内各地に信仰の拠り所とな

る建造物がある。また明治大正期から残る旧家や料亭、昭和初期の和風建築の民家など、近現

代の建造物も残っている。 

これらの建造物の中には、歴史的な価値についての調査が十分に行われていないものが多く

あり、文化財としての指定や保存・活用の方策が進んでいない現状にある。 

また今も残る歴史的建造物は、これまで所有者や管理者の努力により維持されてきたが、老

朽化が進み、修繕や周辺環境の再整備が必要なところもある。加えて地元に後継者がいないこ

とによる空き家の増加も課題となっている。 

 

 

  

保存の課題を持つ歴史的建造物 
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（３）歴史的風致の認識向上と情報発信に関する課題  

本市の歴史的風致は、本市固有の資源であり、先人から受け継いできた貴重な宝である。市

民がふるさとに誇りを持ち、愛着のあるまちづくりを進めるうえで、歴史的風致の価値を知り、

認識を深めることが重要である。 

これまで地域や家庭を通して伝えられてきた歴史的財産は、少子化や就労形態の多様化によ

り地域コミュニティの活動が縮小したことで、次の世代に引き継ぐ機会が次第に減少している。

そのため広く市民が当市の歴史的風致に触れ、認識を深める機会を増やす必要がある。 

また市民共通の誇りである歴史的風致は、来訪者の増加や交流の拡大に有効な資源となり得

るため、広く情報発信する必要がある。そのため、市民や来訪者が文化財や歴史的建造物の情

報を得られるように、案内人の育成をはじめ、パンフレットやガイドブック、インターネット

を活用した情報発信や、現地の説明板、案内標識などを充実する必要がある。 

 

 

 

 

  

歴史まち散歩による認識向上と情報発信 歴史的風致維持向上計画の説明 
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技術の伝承に励む大館ばやし保存会 独鈷囃子を練習する小学生 

（４）歴史と伝統を反映した人々の活動の継承に関する課題 

本市の歴史と伝統を反映した人々の活動は、各地の神社などの例祭と御神輿や山車の運行に

加え、お囃子や踊りなどの郷土芸能があり、地域住民のつながりや一体感の醸成とともに、固

有の風致として現在も地域の人々により守り伝えられている。 

また本市発祥の秋田
あきた

犬
いぬ

、杉材を使った木工品の伝統技術も先人たちの長年に渡る努力により

伝えられてきた。 

しかし、これら郷土芸能や伝統技術を伝える組織では、少子高齢化と人口減少により、技術

を伝えることが難しくなり、指導者の確保や後継者の育成が大きな課題となっている。 

これまでの伝承形態にこだわらず、地域と学校の連携や参集範囲の拡大など、新たな可能性

を考えて取り組む必要がある。 

また郷土芸能などに欠かせない用具などの修繕や更新についても、団体個々の努力だけでは

困難な状況を迎えているため、これを支える方策について検討しなければならない。 

天然記念物秋田犬については、国内のみならず海外にまで絶大な知名度があり、近年は市へ

の来訪者が秋田犬に触れる機会を求めることも多くなっている。 

しかし、秋田犬保存会の会員数や登録頭数が減少していることから、会員数を増やすことが

課題となっている。 
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２．上位・関連計画の策定状況と連携 

（１）上位・関連計画の状況 

本計画の策定に際し、上位計画や関連計画、関連事業と連携を図り、基本方針や実現化構想、

整備スケジュールなどの調整を行っていく。 

具体的には、下図のとおり、各計画が連携したまちづくりを進める。 

 

 

上記に加え、次の二つを関連事業として連携を図る。 

一つ目は、現市庁舎の老朽化や耐震上の観点から建て替えを進めている「本庁舎建設事業」

である。８項目の建設基本方針の中で、「まちづくりと連動した庁舎の建設」を掲げ、現庁舎の

隣に新市庁舎の建設を進め、全ての事業の完成は平成36年度(2024)を目指している。 

二つ目は、秋田県が市町村を支援する未来づくり協働プログラムの中で、本市が取り組む「大

館駅前地区都市再生整備計画」である。これは大館駅とその周辺において、秋田犬の歴史や忠

犬ハチ公を活かして、交流人口の拡大や賑わいの創出、情報発信に取り組むものである。 

 

  

計画の連携イメージ図 
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（２）第２次新大館市総合計画（平成 28 年４月策定） 

①基本理念 

第２次新大館市総合計画(平成 28 年度(2016)～平成 35 年度(2023))では、先人の取り組み

によって本市発展の礎となってきた「自然の恩恵や人々の暮らし方、生業を築くための知恵

や技術」といった地域資源や特性を生かし、市民とともに「ひと」、「暮らし」、「まち」が相

互に関わり合いながら、本市の未来につながるものがたり(歴史)をつくることをまちづくり

の基本的な考え方(基本理念)として位置付け、「大館の未来を紡ぐものがたり」としている。 

 

○大館の未来を紡ぐものがたりづくりを進めるために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくりの基本理念 

「ひとづくり」、「暮らしづくり」、「ものづくり」、「物語づくり」、

「まちづくり」を支える持続可能な行財政運営 まちそだて 

 

ふるさとキャリア教育 
子どもたちの自立する気概と能力

ひとづくり 

市民同士の支え合い、協働による取り組み 
将来にわたる安全・安心な地域づくり

暮らしづくり 

多様な産業集積 
匠の技 

 
 
 
 
 

快適な暮らしのできる生活環境 

ものづくり 

豊かな自然や歴史文化 
交流人口の拡大 

物語づくり 

まちづくり 
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②六つの基本目標と将来像 

基本理念に基づくまちづくりを推進するために、市民とともに「大館の未来を紡ぐものが

たり」を創り出す五つの都市像を示し、「行財政運営」を加えた六つの基本目標とともに、将

来実現したいまちの姿を将来像としてあらわしている。 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

将来像の実現に向けたまちづくりのイメージ 

 

 

（３）大館市人口ビジョン・大館市総合戦略 

①大館市人口ビジョン（平成 27 年 12 月策定） 

日本全体及び秋田県において人口減少が予測される中で、本市でも人口減少を短期的かつ劇

的に改善することが困難な状況となっている。本市の目指すべき将来の方向性は、成長産業や

本市の強みである農林業や製造業、交流人口の拡大を図る観光関連産業などの振興を支援し、

雇用の受け皿づくりを進めることとしている。これにより持続可能な地域づくりに取り組むこ

とで、平成52年(2040)に 5万 6,043 人、平成72年(2060)に 4万 5,498 人の人口維持を目指し

ている。 

※(参考)平成28年(2016)４月１日現在の大館市の人口：75,064人 

  

匠と歴史を伝承し、誇りと宝を力に変えていく 

「未来創造都市」 

実現したい大館市の将来の姿（将来像） 

大館の未来を紡ぐものがたりづくり 

[ ものがたりを創り出す五つの都市像・行財政運営の指針 ] 

（六つの基本目標) 

まちづくりの基本的な考え方（基本理念） 

・まちや暮らしのなかで市民が活躍し、次代を育む“教育文化都市”【ひとづくり】 

・健康で、互いのつながりを大切に支え合う“健康福祉都市”【暮らしづくり】 

・地域の特性を活かし、暮らしを支える活力を興す“産業創造都市”【ものづくり】 

・暮らしやまちのなかに賑わいと交流を生む“多文化交流都市”【物語づくり】 

・豊かな自然とともに快適に暮らせる“環境共生都市”【まちづくり】 

・持続可能なまちづくりを支える“行財政運営”【まちそだて】 
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②大館市総合戦略（平成 27 年 12 月策定  平成 28 年６月変更） 

平成 27 年度(2015)から平成 31 年度(2019)までの５年間を推進期間として、平成 27 年

(2015)12月に策定した本市の総合戦略では、国や県の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」に

鑑み、地域経済分析システム(リーサス)などを活用しながら、様々な課題に的確に対応し、人

口減少が避けられない中でも、持続可能な社会を維持するための基本目標や具体的な施策を下

図のとおり策定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
四つの重点プロジェクト「ひと・暮らし・もの・物語」づくり 

（『未来創造都市』を築くための四つの視点と四つの基本目標） 
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（４）大館市都市計画マスタープラン（平成 19 年７月策定） 

大館市都市計画マスタープランは、近年では平成19年(2007)７月に見直し、計画期間を概ね

20年間、目標年次は平成37年(2025)として策定したが、平成29年度(2017)を目途に再び見直

しを実施する予定である。 

①まちづくりの基本理念 

基本理念は「人・まち・自然が調和するまち

育て『環境共生都市“おおだて”』」とし、自然

とまちが魅力的に共生し、住民とともに考え、

育てていくことを目指している。 

 

②まちづくりの方針 

全体構想として、「風土を活かす方針」、

「土地利用の方針」、「都市構造づくりの方

針」、「都市環境整備の方針」の四つの方針

に基づき、人型に形成されたまちとそれを

見守る田園や森林を背景に、コンパクトな

まちづくりや災害に強いまちづくりを目

指している。一方、地域別構想では、「大

館東地区」、「大館西地区」、「大館南地区」、

「大館北地区」、「比内地域」、「田代地域」

の６地域ごとに特徴や風土に適う将来像

を示している。 

 

③まちづくりの実現化方策 

全体構想で区分けした四つの方針ご

とに、５年後(短期)、10 年後(中期)、

20 年後(長期)の３段階に区分し、市民

要望、重要性、緊急性などを考慮に入

れ整備内容を設定している。 

また、都市計画法の適正な運用を図り、

市民参加によるまちづくりの展開、より良

いまちづくりのための行動計画を提示し

ている。 

 

  

まちづくりの概念図 

将来都市構造図 

Ｎ 



150 
 

 

 

  

風土を活かす方針 

人と風土がまちをより魅力的に 

育てる 

土地利用の方針 

田園や山々を背景としたまち 

都市構造づくりの方針 

人と人を結ぶまち 

都市計画マスタープランの全体構想の体系図 

(1)交通施設整備の方針

(2)市街地・集落地整備の方針 

都市環境整備の方針 

人と自然がともに育つまち 

田園や山々を背景とした交流のまち 

独自の魅力を活かした産業を育てる 

人と人とのふれあいを大切にするコミュニティ 

人型のまち・それを取り巻く田園・森林 

人と人とが交流するまちづくり 

まちを見まもる山々とまちを彩る田園 

人の交流を促す交通網づくり 

地域とともに考える住み続けるまちづくり 

街道や米代川を人々 が行き交い、まちが形成

されました。この昔からの都市基盤を活かした

地域とともに考えるまちを目指します。 

自然がまちをより魅力的に育てていく 

自然と共生した住みよい住宅・住環境 

災害につよいまちづくり 

(3)人育ての方針 

古くから豊かな自然の恵みが産業や人を育

て、まちを演出してきました。この風土を活か

したまちを目指します。 

人々 は田園と山々 を背景としたまちの中で暮

らしてきました。この古くから続いたまち・田

園・山々 の重なりを守っていきます。 

大館市には歴史に育まれた自然があります。

これらの自然と共生し、ともに魅力的に育つこ

とのできるまちを目指します。 

(1)水と緑の保全・創出の方針 

(1)土地利用の基本的な考え方 

(2)都市的土地利用

(3)自然的土地利用

(1)風土を活かすまちづくりの方針 

(2)風土を活かす産業振興の方針 

(2)住環境整備の方針 

(3)防災まちづくりの方針 
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（５）大館市景観計画 

現在、本市は「秋田県の景観を守る条例」や「秋田県景観保全基本方針」に基づき、景観の

保全を図っている。今後、景観行政団体へ移行し、景観計画策定や景観条例の制定を目指して

いる。 

 

（６）大館市観光基本計画 

本市の観光基本計画は、平成 25 年度(2013)に見直しを行い、平成 34 年度(2022)を計画の目

標年次としていたが、近年における訪日外国人及び国内個人旅行の増加などを観光施策に反映

し交流人口の拡大を図るため、平成28年度(2016)末を目途に見直しを行っている。 

現在策定中の素案では、大館の歴史や文化、伝統を象徴する「秋田犬」「きりたんぽ」「曲げ

わっぱ」などをさらに磨き上げるとともに、新たな地域資源を加えながら、北東北の観光都市

を目指すことを基本理念として位置付けることとしている。 

また、基本方針として、「交流人口の拡大」による様々な交流が生まれる活力あるまち、「観

光の産業化」で観光振興と地域産業の連携による市民が輝くまち、「広域連携の促進」による国

内外からの観光客を積極的に受け入れる連携のまち、という三つの要素を取り入れた施策を進

める予定である。 

 

 

  

観光キャッチコピー「大館というところ。」 
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（７）大館市過疎地域自立促進計画 

大館市過疎地域自立促進計画は、深刻な人口減少、少子高齢化に対応するため、平成27年度

(2015)までの過疎地域自立促進計画を引き継ぎ、平成 28 年度(2016)から 32 年度(2020)までを

計画期間として策定された。 

①自立促進の基本方針 

 第１ 基本的な事項の(４)自立促進の基本方針において、 

 １）安心できる子育て支援の推進、特色ある教育・文化の推進としての「ひとづくり」 

  ２）互いのつながりを大切にする健康福祉の推進、協働によるまちづくり・快適な住環境の

推進としての「暮らしづくり」 

 ３）暮らしを支える農林業の振興、雇用対策と新たな産業の育成としての「ものづくり」 

  ４）賑わいと交流を生む観光・物産の振興、恵まれた環境を活かしたＡターン・定住促進と

しての「物語づくり」 

による「まちづくり」を、新たな視点による取り組みと定め、第２次新大館市総合計画、

大館市総合戦略などと整合した新たな過疎対策を推進することとしている。 

 

②自立促進への対策 

歴史的風致維持向上計画と関連する内容は次のとおりである。 

第２ 産業の振興の(６)観光又はレクリエーションでは、歴史まちづくり法を活用したまちづ

くりを進め、歴史・文化資源を活かして、忠犬ハチ公、比内地鶏、きりたんぽ、曲げわっぱな

どの観光資源を磨き上げ、交流人口の拡大を目指している。 

第３ 交通通信体系の整備、情報化及び地域間交流の促進の(６)地域間交流の促進では、本市

の魅力ある自然環境や観光資源、伝統文化、歴史などについて歴史まちづくり法を活用した「物

語づくり」を進めるとともに、東京都渋谷区、鹿児島県南種子町、茨城県常陸大宮市などと、

産業、文化、教育を通じた交流を深め、互いの地域の活性化を図ることとしている。 

第８ 地域文化の振興などに係る対策では、歴史・文化・伝統・芸術などの積極的な保護と保

存、先人顕彰や学習機会の提供に取り組むことを明示している。 
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３．歴史的風致の維持向上に関する方針 

大館市の維持向上すべき歴史的風致及びその課題などを踏まえ、以下のとおりの方針を定め

る。 

 

（１）大館城跡と周辺の町なみの景観保全・形成に関する方針 

大館城跡と城下町で繰り広げられる祭礼など、先人から受け継いできた大切な財産を守り、

大館城跡(桂城公園)の堀や土塁の保全、公園全体の修景を行うなど良好な景観を保全・形成す

るために、地域住民と団体・行政などが連携した取り組みを行う。 

大館城下に残る歴史的な建造物や大館城跡の周囲においては、市民や来訪者の回遊性を高め、

歴史的な風致を感じて散策できるような道路環境の整備を図る。 

また城下町周辺の主要な路線は、関係機関との連携により電柱や電線類の地中化を進め、良

好な景観の形成を図る。 

 

（２）歴史的建造物の保存・活用に関する方針 

本市にある歴史的建造物のうち、国や県、市の指定文化財や国登録有形文化財については、

文化財保護法や秋田県及び大館市文化財保護条例に基づき、適切に保存を図る。 

損傷などへの対応が必要な指定文化財は、文化庁や秋田県教育委員会、専門家などの指導を

仰ぎながら、適切な補修を行い、保存を図る。 

また、指定されていない歴史的建造物は、その歴史的価値を把握するための調査を行い、評

価したうえで新たな指定を検討する。 

大館城跡とその周辺に残る歴史的建造物のうち、本計画で定める歴史的風致形成建造物の指

定要件に基づき、合致するものについては、所有者の理解と協力のもと指定を検討し、保存・

活用に努める。 

 

（３）歴史的風致の認識向上と情報発信に関する方針  

歴史的風致の認識を高めるためには、歴史的建造物や文化財について理解を深めることが重

要である。市内の文化財については、デザインや内容に配慮して説明板や標柱の設置を進める

とともに、まち歩きマップの作成や歴史まち歩きなどの行事を通じて市民や来訪者が文化財を

訪れ、歴史的風致への関心が高まるように努める。 

また小中学生が地域の歴史や文化を学習するための社会科副読本の作成を行う。 

関係機関や団体と協力して、デジタル媒体を有効に活用しながら、市民はもとより市外や国

外に積極的に情報発信を行い、来訪者の増加や交流の拡大を図る。あわせて文化財の保護団体

と連携協力し、歴史的建造物や文化財の案内人の育成に取り組む。 

こうした取り組みとあわせて、歴史的建造物や文化財などの関連施設や周辺の環境整備を進

め、歴史的風致の認識の向上や情報発信を図る。 
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（４）歴史と伝統を反映した人々の活動の継承に関する方針 

本市で行われている祭礼行事などの郷土芸能や伝統技術を伝承する活動は、その地域に固有

の景観や情緒を育んできた。これらの活動に取り組んでいる組織や保存団体と、今後も伝統文

化を継承していくための方策について協議を進めていく。 

また地域や学校との連携を図り、将来の担い手である小中学生のみならず、保護者や住民の

理解を深め後継者の確保育成に取り組む。 

地域固有の伝統行事や歴史的資源の魅力を高める取り組みを行う市民団体などに対しては、

必要な支援を行い、地域の活性化を促進する。 

秋田犬については、秋田犬保存会をはじめとした関係機関と、会員数の維持拡大を図るため

の方策について協議していく。 
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４．計画の推進体制 

本計画の推進体制は、建設部まちづくり課が事務局を務め、庁内の経営会議や、関係課で構

成する検討会・作業部会と連携調整を行うものとする。 

また国や秋田県・秋田県教育委員会と協議を行い、助言や支援を得るとともに、歴史まちづ

くり法第11条に基づき設置した「大館市歴史的風致維持向上協議会」において、計画の推進や

計画変更、事業の推進について協議を行う。 

そして文化財所有者や関係団体と協議や調整を図り、都市計画審議会や文化財保護審議会・

関係する委員会への報告や助言を得ていくものとする。 

 

 

 

 

計画の推進体制図） 
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